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■会長報告 竹川　博之 会長
　本日はノースランドホテルを出て、児童
養護施設の十勝学園さんをお借りしてでの
例会です。この3年、コロナの感染拡大防止
の為、外に出ての例会はとても久しぶりで
す。社会奉仕委員会の池田委員長はじめメ

ンバーの方々が、色々配慮し、調整して頂いた例会と思い
ます。
　私も、小中学校のPTAの役員時代、何度か児童養護施設
を見学させて頂きました。自分の家で、そして親の下で生
活出来なくなった子どもたちが、随分いるものだと、悲し
くなった事を覚えています。多くは、親の側に問題がある
様です。育児放棄、育児怠慢などのネグレクト。その他、児
童虐待に原因があります。食事を与えない、不潔にする、病
気やケガをしても病院に連れていかないといった例です。
　本日は、施設見学と園長先生の講話等があります。しっ
かり、関心をもって学びます。怒り、悲しみ、勇気等を、心に
深く刻み、我々の奉仕活動に役立たせたいと考えます。
　以上、会長報告と致します。

■プログラム （社会奉仕委員会）
「児童養護施設とその現状」

児童養護施設十勝学園　園長　山本　敏博 様
　十勝学園は児童養護施設として、色々な
理由で保護者がいない子どもを預かって生
活を共にしています。保護者がいない子ど
もはそれ程多くないと考えている方もいま

すが、実際には虐待を受けたり、親が窃盗や薬物に手を出
し刑務所に入ってしまったり、父子家庭で子どもを育てら
れなかったり様々なケースが存在します。少子化となって
いる今ですが、虐待件数は年々増加傾向となっています。
ストレス社会で愛情を受けられずに虐待を受け、児童相談
所に保護をされ、家庭にかえされずに施設入所となるケー
スは多いのが実態です。全国にはおよそ600施設程、北海
道には23施設程の児童養護施設があります。よく親御さん
から「うちの子どもをちょっと預かってほしいんだけれ
ど。」ということもありますが、「基本的な窓口は児童相談
所になっているので、まずは児童相談所に連絡をしてくだ
さい。」という形で伝えたりもしています。
　児童養護施設は現在20歳まで入所可能ですが、20歳を
超えても社会的養護自立支援事業という制度を申請する
ことによって22歳の年度末まで生活することが可能とな
ります。なお、入所期間は概ね3年を目途とし、家庭調整が
でき次第家庭復帰となることもありますが、家庭に帰れず

に学園で卒園を迎える生徒もいます。現在の十勝学園の定
員は45名、現在は37名が入所しています。ここ5年位前ま
では卒園する子どもたちも結構いました。そういう子ども
たちからすればここが本当に家みたいなもので、卒園して
からもちょこちょこ遊びに来たり電話がかかってきたり
もします。
　十勝学園の行事としては三大行事として「学園祭」「クリ
スマス会」「卒園式」があります。また、スマイルリングさ
ん・まりもハイヤーさんをはじめとしたボランティアの
方々からもたくさんのご支援をいただいています。中華料
理を作っていただいたり、タクシーに乗せてもらって色々
なところに連れていっていただいたりもしています。寄付
金や寄贈品をいただくこともあり、ご支援を子どもたちに
も伝えて有難く活用させていただいています。
　コロナ禍もあり、なかなかボランティアの方にご支援を
いただくことも難しかった状況ではありますが、コロナの
状況も変わってきており、引き続き、皆さまのご支援を賜
れたら有難いと考えています。
　本日はありがとうございました。

【スマイルリング　野々村 様】
　本日は、帯広ロータリークラブの例会に
参加させていただき、ありがとうございま
した。児童養護施設にいる子どもたちが自
立できる地域として、実は帯広は断トツで
す。これは本当に十勝学園さんをはじめ学

園の先生たちの愛情の賜物と考えています。
　親が子どもを養育できない場合、「公的な責任で、社会全
体でその子どもたちが幸せになるようにみんなで育てて
いくという責任」があると私たちは考えています。でも実
際はどうでしょうか。やはり社会でつまずく子どもたちが
たくさんいるのが現実です。
　現在うちのシェアハウスに2名が住んでいますが、北九
州と関東から相談があった子どもです。来た時にはほぼ無
一文でした。うちには全国から北海道までわざわざ来るわ
けですが、なぜ来るのか。少年院を出た子がどうして家に
帰れないのか。それは虐待があるからです。悪い仲間たち
がいるからです。うちに来る時にはアルコール依存だった
り心の傷をたくさん抱えていて、心の傷と比例してたくさ
んの問題を抱えてきます。私は何をしているかというと、
そういう子どもに毎日ご飯を作ったり四六時中その子た
ちと一緒にいるようにしています。スーパーに行ったり、
車の助手席に乗せたり。そういう経験すらしたことが無い
のです。一日も自分の親と一緒に住んだことがない子もい
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ます。そういう子どもには悪い大人が近寄ります。悪い大
人に騙され、借金まみれになったりして、逃げて北海道に
来て、もう地元には戻れないこともあります。どうしてこ
こまで彼らが困ることになるのか、その原因は孤独・孤立
です。誰にも相談できないというのがとても大変な問題
です。
　子どもたちが生まれ育った場所で自立するために必要
なこと、それは地域との交流です。例えば、学園のそばに住
んでいる近所のおじさん・おばさんたちと「こんにちは」と
挨拶ができたり、顔見知りになっていることがあげられま
す。地域や健全な大人たちと繋がっていることが、子ども
たちが悪い大人に騙されたり利用されたり、闇バイトや薬
物の問題に巻き込まれていくことを防ぎます。
　本日参加させていただいて、帯広ロータリークラブの皆
さまに力があることを強く感じました。若者たちの支援を
考えてくれている人は意外にも少ない現状があります。今
日、ロータリーの皆さまが、会社の経営をされながらも奉
仕の心で行動をされていて、他人のために活動をしている
姿を拝見しました。
　困っている子どもたちを守らなければいけないと思い
ます。この地域の子どもたちの未来を切り開いていくため
に私たちも一生懸命努力して参りますので、皆さまのお力
をお借りできればと思います。改めまして、本日はありが
とうございました。

◎ゲスト紹介
児童養護施設十勝学園　　園長　山本　敏博 様　　　 

■会務報告 櫻井　博一 幹事
①帯広南RC、5月22日（月）の例会は、休会と致します。

②帯広RC、次年度理事会開催のご案内
　日　時　5月24日（水）午後1時30分（例会終了後）
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広

③帯広西RC、夜間例会開催のご案内
　日　時　5月25日（木）午後6時30分
　場　所　北海道ホテル

④帯広南RC、移動例会開催のご案内
　日　時　5月29日（月）午前11時
　場　所　おびひろ動物園

⑤帯広RC、次年度第2回クラブ協議会開催のご案内
　（次年度ガバナー補佐訪問）
　日　時　5月31日（水）午後7時
	 （食事は6時30分から召し上がれます）

　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
　出席対象者　次年度理事・役員・委員長・入会3年未満会員
　会　費　2,200円

■5月のプログラム予定
5月24日（水）「会員増強活動の認識」	 石山　直貴	委員長
	 （会員増強委員会）


